自主学習の予定作成における目的と制約
予定作成システムは，決められた制約条件の中で，目的関数を最大または最小となるパラメータの組み合わせの解を探索する，組み合わせ最適化問題として捉えられる．
予定作成における制約条件として，あらかじめ定められたテスト範囲を抜けがないように学習できるようにする，学習可能な時間内で予定を作成する，前提科目を理解している科目のみを推薦する，などが挙げられる．
目的関数としては，利用者の嗜好や学習範囲の最大化，利用者の負担の最小化などが挙げられる．
しかし，組み合わせ最適化を解く場合，目的関数がトレードオフになる関係がある場合
がある．トレードオフとは，何かを得ると別の何かを失う相容れない関係のことである．予定計画を例に挙げるとすると，学習時間を増加させることで学習範囲を広げることができるが，一方で利用者への負担が大きくなってしまう．



[1] https://www.mext.go.jp/content/20210929-mxt_kyoiku01-000017645_s4-1.pdf
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\bfseries {
予定作成システムは，決められた制約条件の中で，目的関数を最大または最小となるパラメータの組み合わせの解を探索する組み合わせ最適化問題として捉えられる．\\\indent 
に示すように，あらかじめ定められたテスト範囲を期限内に学習できるようにする，学習可能な時間内で予定を作成する，前提科目を理解している科目のみを推薦するなどが挙げられる．
目的関数としては，利用者の嗜好や学習範囲の最大化，利用者の負担の最小化などが挙げられる（図１参照）．
このように目的関数が多数存在する最適化問題を多目的最適化問題と呼ぶ． \\\indent
しかし，組み合わせ最適化を解く場合，目的関数がトレードオフになる関係がある場合がある．トレードオフとは，何かを得ると別の何かを失ってしまう相容れない関係のことである．予定計画を例に挙げるとすると，学習時間を増加させることで学習範囲を広げることができるが，一方で利用者への負担が大きくなってしまう．\\\indent
すべての目的関数を最大化あるいは最小化する最適解が存在するとは言えないため，目的関数の一部，または全体を少しずつ犠牲にする必要がある．その条件で現れる解をパレート解と呼ぶ．パレート解は一般的には複数存在し，その中から解を選択することになる．
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